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学術研究データプラットフォーム
(NII)

データガバナンス機能
計画に基づきデータ管理等を機械的に
支援し、DMPをプロジェクト管理に不
可欠な仕組みへと変革

データプロビナンス機能
データの来歴情報の管理から利用状況
を把握でき、データ公開へのインセン
ティブモデルを提供

コード付帯機能
データ・プログラム・解析環境のパッ
ケージ化と流通機能を提供し、研究成
果の再現性を飛躍的に向上

秘匿解析機能
秘密計算技術で機微な情報も安心して
解析できる環境の提供で、新しいデー
タ駆動型研究の世界を開拓

キュレーション機能
専門的なデータキュレーションを実践
できるエコシステムを構築し、データ
再利用の促進に寄与

セキュア蓄積環境
専用HWと高度な暗号化技術による超鉄
壁ストレージを提供し、データの共有
と保護の両立を実現

人材育成基盤
研究データ管理に必要なスキルを学ぶ
環境を提供し、全ての研究者を新しい
科学の実践者へと育成

既存の３基盤を有機的に繋ぐ先端機能を実現しオープン
サイエンスの実践に不可欠な人材育成の仕組みを提供
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GakuNin RDMの利用機関どんどん増加

国立情報学研究所, 名古屋大学, 京都大学, 金沢大学, 東京大学, 北海道大学, 九州大学, 富山大学, 広島大学, 
北見工業大学, 千葉大学, 大阪大学, 東北大学, 群馬大学, 小樽商科大学, 神戸大学, 帯広畜産大学, CCC-TIES, 
慶應義塾大学, 信州大学, 成城大学, 北陸先端科学技術大学院大学, 静岡理工科大学, 熊本大学, 理化学研究所, 
三重大学, 浜松医科大学, 滋賀医科大学, お茶の水女子大学, 福岡工業大学, 筑波大学, 東京工業大学, 山口大学, 
沖縄科学技術大学院大学, 大阪電気通信大学, 電気通信大学, 愛媛大学, 国立保健医療科学院, 東京医科歯科大学, 
大阪公立大学, 創価大学, 宮城県立がんセンター, 琉球大学, 徳島大学, 立命館大学, 島根大学, 国際医療福祉大学, 
熊本県立大学, 東邦大学, 核融合科学研究所, 沖縄大学, 滋賀大学, 佐賀大学, 岩手大学, 大阪医科薬科大学, 
東京学芸大学, 福島大学, 立命館アジア太平洋大学, 昭和大学, 奈良先端科学技術大学院大学, 大阪教育大学, 
同志社大学, 奈良工業高等専門学校

(2023年2月現在)

『GakuNin RDM 利用機関数』
https://support.rdm.nii.ac.jp/about/#a2

63機関
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NIIへのご依頼

•某機関 データまるごとお願いしたい！

•もはやデータ基盤を 調達できない、運用でき
ない！

•秘密計算 さっそく 希望あり

EOSC
ヨーロピアン・オープンサイエンス・

クラウド

€１B

気合が入っている！
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EOSCのアーキテクチャ(€1B）

（出典）Governance, Architectures and Business Models for Data and Cloud Federations: the EOSC and GAIA-X Case Studies (1.0)
DOI: 10.5281/zenodo.4929021

富岳一つ分（？）
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研究費よりもデータ

(2) 大学・国立研究開発法人等において必要とな
る研究データ管理・利活用のための課題の整理と
具体的方策（管理・活用体制の整備方策、人材確
保・育成方策など）

• 【提案１】研究者が容易に利用可能な研究デー
タプラットフォームの構築

• 【提案２】データプロフェッショナルの育成と
多面的な研究評価の実現

• 【提案３】モニタリング機構に基づくデータ駆
動型研究の不断の改善
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OPENSCIENCE OBSERVATORY

機関ごとに収集した情報を国家・領域ごとに集計。
→研究の活発度やオープンサイエンスへの貢献を可視化

https://osobservatory.openaire.eu/home
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機関ダッシュボード（NII）

年ごとの成果物のライセンス情報

45

機関ダッシュボード（NII）

年ごとの成果物のOpen Access区分




